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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年１月期第３四半期 21,083 3.7 3,978 33.8 4,075 28.8 2,769 26.5

2022年１月期第３四半期 20,324 △1.0 2,972 △10.5 3,164 △6.6 2,188 2.3

（注）包括利益 2023年１月期第３四半期 2,776百万円 （26.7％） 2022年１月期第３四半期 2,191百万円 （2.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年１月期第３四半期 1,076.31 －

2022年１月期第３四半期 851.49 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年１月期第３四半期 35,321 30,489 86.0

2022年１月期 34,113 28,693 83.8

（参考）自己資本 2023年１月期第３四半期 30,391百万円 2022年１月期 28,601百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年１月期 － 100.00 － 260.00 360.00

2023年１月期 － 130.00 －

2023年１月期（予想） 250.00 380.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,796 △4.1 4,661 10.8 4,759 6.9 3,152 5.1 1,224.92

１．2023年１月期第３四半期の連結業績（2022年２月１日～2022年10月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

※期末配当金の内訳　2022年１月期　　　　普通配当100円　特別配当160円

　　　　　　　　　　2023年１月期（予想）普通配当130円　特別配当120円

詳細は、本日付けで別途公表いたしました「2023年１月期（第109期）配当予想の修正に関す

るお知らせ」をご覧ください。

３．2023年１月期の連結業績予想（2022年２月１日～2023年１月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年１月期３Ｑ 2,662,000株 2022年１月期 2,662,000株

②  期末自己株式数 2023年１月期３Ｑ 86,970株 2022年１月期 89,930株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年１月期３Ｑ 2,573,218株 2022年１月期３Ｑ 2,570,361株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(業績予想の適切な利用に関する説明）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予

想に関する事項については、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くだ

さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナにおける社会経済活動の正常化に向けた動きが進

み、景気の持ち直しが期待されるものの、ウクライナ情勢の緊迫化や急激な円安の進行に伴う物価の上昇等により、

先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

このような情勢のもと、当社グループは各事業において業績の向上に努めました結果、当第３四半期連結累計期間

における売上高は210億８千３百万円（前年同期比3.7％増）、営業利益は39億７千８百万円（前年同期比33.8％

増）、経常利益は40億７千５百万円（前年同期比28.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は27億６千９百万

円（前年同期比26.5％増）となりました。

以下、セグメント別の概況をご報告申しあげます。

（道路関連事業）

道路業界においては、引き続き政府による防災・減災、国土強靭化対策の推進もあり、公共投資が底堅く推移しま

したが、慢性的な人手不足や受注競争の激化、労務費や資機材・燃料価格の上昇傾向が継続する等、依然として予断

を許さない状況が続きました。

このような状況のなか、当社グループは、総合評価方式への対応を強化し、道路維持管理業務・道路清掃業務の継

続的な受注確保に努めると共に、高速道路のリニューアル工事や橋梁補修工事、雪氷対策作業において業務の効率化

やコストの削減を図りました。また、受注工事の設計単価が一部見直されたこともあり、売上高は192億１千６百万

円（前年同期比5.5％増）、セグメント利益は40億８百万円（前年同期比30.8％増）となりました。

（レジャー事業）

飲食事業は、社会経済活動の正常化が進み、客足の回復基調がみられたものの、コロナ禍以前の水準には至らず、

事業環境は依然として厳しい状況が続きました。

このような状況のなか、テイクアウト販売の強化等、ウィズコロナの新しい生活様式への対応を進めると共に、季

節に合わせた新メニューの提供やＳＮＳを活用したＰＲ情報の発信により集客増を図りました。なお、期中８月に南

イタリア・シチリア料理店『エトナマーレ』（神奈川県横浜市）を閉店いたしました。

マリーナ事業は、『東京夢の島マリーナ』『浦安マリーナ』における年間契約の船舶係留数が引き続き高水準で推

移しました。また、コロナ禍で中止していたヨットレース「スバルザカップ」をはじめとするイベントの再開や、各

種サービスの拡充により新規顧客の獲得に努めました。

以上の結果、レジャー事業全体の売上高は、収益認識に関する会計基準等の適用の影響により、12億６千８百万円

（前年同期比18.0％減）となりましたが、セグメント利益は１億２千５百万円（前年同期比86.1％増）となりまし

た。

（不動産事業）

不動産事業は、『吉祥寺スバルビル』や『新木場倉庫』等の賃貸物件が堅調に稼働し、売上高は５億９千８百万円

（前年同期比5.1％増）、セグメント利益は３億９千９百万円（前年同期比9.7％増）となりました。なお、期中７月

に東京都八王子市内に、同10月に兵庫県姫路市内にそれぞれ事業用地を取得し、賃貸を開始しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少等がありましたが、現金及び預金

の増加、土地の取得等により前連結会計年度末に比べ12億８百万円増の353億２千１百万円となりました。

負債は、賞与引当金の増加等がありましたが、支払手形及び買掛金の減少等により前連結会計年度末に比べ５億８

千８百万円減の48億３千１百万円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末に比べ17億９千６百万円増の304億８千９百万円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえ、2022年９月８日に公表いたしました2023年１月期の連結業績予想を変更しておりま

す。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,327,637 13,685,013

受取手形及び売掛金 6,915,812 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 6,019,574

商品 60,212 63,135

未成工事支出金 324,819 －

原材料及び貯蔵品 135,810 192,724

仕掛品 153,577 310,483

その他 224,405 261,925

貸倒引当金 △28,291 △17,391

流動資産合計 20,113,984 20,515,466

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,286,131 2,190,538

機械装置及び運搬具（純額） 1,397,070 1,318,347

土地 7,776,161 8,757,470

建設仮勘定 － 1,214

その他（純額） 117,859 112,121

有形固定資産合計 11,577,224 12,379,692

無形固定資産

のれん 406,198 350,808

その他 48,610 39,639

無形固定資産合計 454,809 390,447

投資その他の資産

投資有価証券 272,467 272,463

繰延税金資産 289,499 345,169

差入保証金 774,963 732,296

保険積立金 522,592 580,839

その他 108,739 105,119

貸倒引当金 △1,183 △283

投資その他の資産合計 1,967,078 2,035,604

固定資産合計 13,999,112 14,805,745

資産合計 34,113,097 35,321,211

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年１月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,926,409 1,631,929

未払法人税等 780,340 693,107

賞与引当金 136,912 356,610

役員賞与引当金 24,905 －

資産除去債務 － 8,645

その他 1,615,306 1,153,319

流動負債合計 4,483,874 3,843,612

固定負債

繰延税金負債 1,250 223

退職給付に係る負債 279,024 316,112

資産除去債務 250,022 235,139

その他 405,505 436,248

固定負債合計 935,803 987,723

負債合計 5,419,678 4,831,336

純資産の部

株主資本

資本金 1,331,000 1,331,000

資本剰余金 1,288,055 1,301,614

利益剰余金 26,328,990 28,095,061

自己株式 △346,188 △335,749

株主資本合計 28,601,857 30,391,926

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 52 33

その他の包括利益累計額合計 52 33

非支配株主持分 91,509 97,913

純資産合計 28,693,418 30,489,874

負債純資産合計 34,113,097 35,321,211
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年２月１日
　至　2021年10月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年10月31日)

売上高 20,324,087 21,083,117

売上原価 16,111,758 15,755,476

売上総利益 4,212,328 5,327,641

販売費及び一般管理費 1,239,692 1,349,518

営業利益 2,972,636 3,978,122

営業外収益

受取利息 455 398

受取配当金 6,386 7,162

貸倒引当金戻入額 34,779 －

受取保険金 11,232 1,012

助成金収入 113,340 22,019

受取補償金 1,150 39,444

その他 26,212 27,746

営業外収益合計 193,557 97,783

営業外費用

その他 2,023 310

営業外費用合計 2,023 310

経常利益 3,164,170 4,075,595

特別利益

投資有価証券売却益 5,500 －

保険解約返戻金 467 4,851

特別利益合計 5,967 4,851

税金等調整前四半期純利益 3,170,137 4,080,447

法人税、住民税及び事業税 1,058,792 1,361,081

法人税等調整額 △79,961 △56,689

法人税等合計 978,831 1,304,392

四半期純利益 2,191,306 2,776,054

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,668 6,484

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,188,637 2,769,570

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年２月１日
　至　2021年10月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年２月１日
　至　2022年10月31日)

四半期純利益 2,191,306 2,776,054

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △305 △18

その他の包括利益合計 △305 △18

四半期包括利益 2,191,000 2,776,036

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,188,331 2,769,552

非支配株主に係る四半期包括利益 2,668 6,484

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、道路土木工事における工事契約に関して、従来は成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準を、それ以外の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、顧客との契約における義務を履行

し、資産が生じる又は資産の価値が増加するにつれて顧客が当該資産を支配することとなるため、一定の期間にわ

たり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度は、見積工事原価総額に対する当第３

四半期連結累計期間末までの発生工事原価の割合で測定し、当該進捗度に基づき収益を認識しております。ただ

し、工事原価総額を見積るための信頼性のある情報が不足していること等により、履行義務の充足に係る進捗度を

合理的に見積ることができないものの、当該履行義務を充足する際に発生する工事原価を回収することが見込まれ

る場合には、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができる時まで、原価回収基準により収益を認

識しております。

　そのほか、道路関連事業で行っている一部の物販取引や、飲食事業やマリーナ事業における一部の業務委託に関

する取引等について、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する場合に、従

来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客から受け取る額から仕入先や業務委託

先に支払う額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用した結果、利益剰余金への影響

はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は289,322千円減少し、売上原価は398,142千円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ108,819千円増加しております。これによる利益剰余金の

当期期首残高へ与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19号及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２道路関連事業 レジャー事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 18,206,881 1,548,127 569,077 20,324,087 － 20,324,087

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 429,524 52,642 482,166 △482,166 －

計 18,206,881 1,977,651 621,720 20,806,254 △482,166 20,324,087

セグメント利益 3,064,022 67,222 364,500 3,495,745 △523,109 2,972,636

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２道路関連事業 レジャー事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,216,330 1,268,726 598,060 21,083,117 － 21,083,117

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 182,199 57,672 239,871 △239,871 －

計 19,216,330 1,450,925 655,733 21,322,989 △239,871 21,083,117

セグメント利益 4,008,053 125,125 399,680 4,532,860 △554,737 3,978,122

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年２月１日　至　2021年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△523,109千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年２月１日　至　2022年10月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益の調整額△554,737千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「道路関連事業」の売上高は117,852千円増

加、セグメント利益は108,819千円増加し、「レジャー事業」の売上高は407,174千円減少しております。なお、「レ

ジャー事業」のセグメント利益への影響はありません。

- 8 -

スバル興業株式会社（9632）2023年１月期　第３四半期決算短信


